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「2024年3月期第2四半期決算」について、ご説明させていただきます。
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2024年3月期第2四半期決算についてです。

売上高は、エネルギーやCATV等の顧客件数増加による増収や、情報通信事
業の法人向けストックビジネスの拡大等により、前年同期比プラス11億円の
1,052億円、3期連続の増収で過去最高を更新しました。

営業利益は、高気温による家庭用ガス販売量の減少や賃上げによる人件費の
増加等があった一方で、顧客件数増加に伴う増益を計上したことで、前年同
期並みの43億円となりました。

また、前期は持分法適用関連会社（ベトナム）に係るのれんの減損損失を計
上しましたが、その負担が軽減されたこと等により、経常利益は44億円、前
年同期比プラス19億円、四半期純利益は22億円、前年同期比プラス21億円
と大幅に改善しました。

3



グループの収益基盤である顧客件数についてです。

中期経営計画の達成に向けて積極的な顧客獲得活動に取り組んだことにより、
第2四半期の期末顧客件数は2023年3月末から2万8千件増加させ332万8千件
となりました。

ガス顧客が1万6千件、CATV顧客が1万3千件の純増、情報通信では、光コラ
ボ、LIBMOがそれぞれ4千件純増し、収益基盤のさらなる拡充を進捗させま
した。
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セグメント別の売上高、営業利益です。

売上高は、エネルギー事業、建築設備不動産事業で減収となりましたが、情
報通信事業・CATV事業が好調に推移し、全体でも前年同期比11億円の増収
となりました。

営業利益は、エネルギー事業、その他事業で減益となりましたが、情報通信
事業が好調に推移したこと等により、全体では前年同期並みとなりました。
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セグメント別の営業利益の増減についてご説明します。

エネルギーは、高気温による家庭用ガス販売量の減少等により4億6千万円の
減益となりましたが、情報通信が5億1千万円、CATVが8千万円、アクアが1
億3千万円と増益となり、全体では前年同期並みとなりました。
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営業利益の前年同期比のポイントについて、セグメント毎に、ご説明しま
す。

まずはエネルギー事業です。

エネルギー事業は、エリア拡大とM＆A・アライアンスの推進により、新規
顧客獲得を強化し、着実に顧客基盤の拡大を図っています。

営業利益は、この件数積上げにより、プラス1億8千万円増加させましたが、
一方、記録的な高気温の影響等で、家庭用ガス販売数量が減少した要因によ
りマイナス4億9千万円、給与制度改定に伴う賃上げ影響によりマイナス1億
5千万円、全体では前年同期比4億6千万円の減益となりました。
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こちらのスライドは平均気温の推移を示しております。

今年の上期（4月〜9月）は、前年同期よりも高めに推移しております。特
に、8月、9月は前年よりも約1~2℃高く推移しました。下期以降はほぼ前年
並みで計画しておりますが、現時点で計画通りに推移すると見ております。
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情報通信事業のコンシューマー向け事業です。

コンシューマー向け事業につきましては、大手携帯キャリアとの提携による
獲得強化、LIBMOのサービスメニューの拡充や固定回線とのセットプラン
等により顧客獲得を推進しております。

営業利益は、ブロードバンドやLIBMOの顧客件数増加によりプラス3億3千
万円、加えて獲得ルートの見直し等、獲得費用を抑制したことでプラス1億5
千万円、全体では前年同期比4億8千万円と大幅な増益となりました。
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情報通信事業の法人向け事業です。

法人向け事業につきましては、10月にAWSパートナープログラムの最上位
レベルである「AWSプレミアティアサービスパートナー」に昇格しまし
た。国内では14社目となります。これを機に、当社の強みであるネットワー
クサービスを活かしたクラウド接続サービスを、国内から海外へも展開し、
ビジネスエリアを拡大させていきます。

営業利益は、クラウドサービス契約が順調に積み上がりプラス2億1千万円増
加しましたが、電気料金高騰によるコストアップマイナス8千万円、賃上げ
による影響マイナス1億円により、全体では、前年同期比3千万円の増益に留
まりました。
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CATV事業です。

CATV事業は、地域密着の事業者として地元の情報発信や番組制作に注力す
るとともに、大手動画配信事業者と提携する等コンテンツの充実に努めてお
ります。また、FTTHインターネットの営業活動を積極的に推進したことで
顧客基盤も順調に拡大しております。

営業利益は、件数増によりプラス1億5千万円、また、諸経費の抑制に努めた
ことでプラス3千万円となりましたが、賃上げによる人件費増加マイナス1億
円により、全体では8千万円の増益に留まりました。
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建築設備不動産事業です。

建築設備不動産事業は、従来から展開している建築、設備工事に加えて、土
木工事や電気工事等、工事種別のラインナップを拡張し、建設業における主
要工事の受注体制を拡充しております。

営業利益は、建築不動産等で不動産賃貸や建物管理部門が好調に推移しプラ
ス1億1千万円増加しました。一方、設備機器・設備工事やリフォームが受注
案件の遅れ等により減益となったこと、賃上げによる影響等により、全体で
は、ほぼ前年同期並みとなりました。
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アクア事業です。

アクア事業は、大型商業施設等での催事営業に加えて、WEB獲得やテレ
マーケティング等の非対面営業により、順調に顧客基盤を拡大しておりま
す。また、新たに浄水サーバー「しずくりあ」の販売を開始し、更なる顧客
基盤の拡充に取り組んでおります。

営業利益は、件数増によりプラス９千万円、獲得費用の抑制によりプラス9
千万円増加しましたが、賃上げによる人件費増加マイナス5千万円により、
全体では、前年同期比1億3千万円の増益となりました。
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2024年3月期通期業績予想についてご説明します。
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当社グループは、2023年度から2025年度までの3年間を対象として「中期経
営計画2025」を策定しました。「成⻑の根源・基幹・果実」という3つの要
素からなる成⻑ツリーに沿った取り組みを推進しています。

2023年度の業績予想においては、期初の公表通り変更はありません。

売上高については主要事業を中心に引き続き顧客件数の増加、エリア拡大に
よる増収を計画しております。営業利益については、顧客獲得の強化及び人
財活性化に向けたコスト等を織り込むことで、前期並みを計画しております。
また、経常利益、当期純利益については、前期に発生した持分法投資損失の
負担軽減により、大幅な改善を見込んでおります。

顧客件数については、引き続き顧客基盤の拡充を積極的に進め、通期で8万4
千件純増させ、期末顧客件数は338万4千件を計画しています。

15



株主還元につきましても、期初の公表通りで変更ありません。

継続的かつ安定的な配当に努めていく配当方針のもと、1株当たり中間配当
16円、年間で32円を計画しております。

配当性向は、40〜50%の水準を維持していきます。
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最後に「中期経営計画2025」について
「➀事業収益力の成⻑」
「②持続的成⻑基盤の強化」
「③人財・組織の活力最大化」

という３つを柱に掲げ、推進を図っていますが、それぞれ記載のとおり順調
に進捗しています。

今後も、グループ一丸となって皆様のご期待に沿えるよう一層の成⻑を実現
し、企業価値の向上に努めてまいります。
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ご清聴ありがとうございました。
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